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筑 波大 学社 会科教育学会会則

（名 称）

第 l 条 本会は筑波大学社会科教育学会と称する。

（目 的）

第 2 条 本会は社会科教育に関する研究を行い， あわせて会員相互の連絡をはかることを

目的とする。

（活 動）

第 3 条 本会は前条の目的を達成するため忙，次の活動を行う。

1. 研究会の開催

2. 機関誌の発行

3. 資料の収集・交換

4. その他必要と認められるもの

（会 員）

第 4 条 本会の会員は，筑波大学の出身者および本会の趣旨に賛同する者で，所定の会費

を納入した者とする。

2. 本会匹貸助会員をおくことができる。賛助会員は，会の趣旨に賛同し，賛助会費

を納める者とする。

（本部）

第 5 条 本会の本部は，筑波大学教育学系社会科教育学研究室におく。

（役員）

第 6 条 本会忙次の役員をおく。

会長 l名

会計監査 2名

副会長 l名 評議員若干名

2. 評議員および会計監査は総会において選出する。

3. 会長および副会長は評議員会で選出する。

4. 幹事は総会の承認を得て，会長が委嘱する。

5. 役員の任期は 2年とする。ただし再選を妨げない。

（役員の任務）

第 7 条 会長は本会を代表し，会務を統括する。
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幹事若干名



2. 副会長は会長を補佐し，会長に事故あるとぎはその瞭務を代行する。

3. 評議員は評議員会を構成し，重要な会務を運営する。

4. 幹事は幹事会を構成し，会長をたすけて会務を運営する。

5. 会計監査は，本会の会計を監査する。

（顧 問）

第 8 条 本会匠は顧問をおくことができる。顧問は総会の承認を得て会長が委嘱する。

（会 議）

第 9 条 本会の会議は，総会，評議員会および幹事会とする。

2. 総会は毎年 l回会長が招集し，会員の過半数の出席忙よって成立する。ただし，

会員は委任状をもって議決権を他の会員忙委任することができる。

3. 必要ある場合，会長は臨時総会を招集することができる。

4. 総会の議決決定は，出席会員の過半数をもって行う。

5. 評議員会は，会長，副会長，評議員をもって構成し，会長の招集忙よって重要な

会務を審議する。

6. 幹事会は会長が招集する。

（会計）

第 10条 本会の経費は，会費，寄附金，その他をもってこれに充てる。

2. 本会の会費は総会で定める。

3. 本会の会計年度は毎年4月 l日に始まり，翌年 3月31日までとする。

（会則の改正）

第 l1条 会則の改正は，総会の議を経なければならない。

付 則 この会則は昭和 年 月 日から施行する。
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我が国の学校教育忙教科としての社会科が新設されたのは，昭和 22年度

であった。筑波大学の前身である東京教育大学が学制改革忙よって生まれた

のは，その 2年後の昭和 24年度であり，その教育学部教育学科忙社会科教

育学の教室が置かれた。その伝統を受け継いだのが，筑波大学大学院博士課

程教育学研究科の社会科教育学研究室である。さら忙，昭和 54年度 (1'.::は大

学院修士課程教育研究科に社会科教育コースが発足し，筑波大学は，我が国

最大の社会科教育関係学生数を擁する大学院を有することとなった。

現場の教育と大学院の研究とが次第忙太い絆で結ばれてゆこうとする現在，

さら忙志を同じくする人々をも包摂して研究と社会科教育実践の発表の場

を要望する声が次第忙高まってきた。この学会はそうした声を反映して結成

されたものであり， 「筑波社会科研究」はその機関誌である。この赤ちゃん

を立派忙育て充実したものにすることが， とりもなおさず新しい時代の社会

科教育侭応える所以でもある。多くの教育者・研究者がこの志向するところ

を正しくうけとめて豊かな実りある成果をあげられるよう心からねがうもの

である。
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